平成24年度近畿地方会事業報告

1．第60回近畿地方会総会および基調講演・シンポジウム
日時：平成24年6月16日(土) 13：00～17：00

場所：大阪市立大学医学部学舎
Ⅰ.総会(13:00-13:50)
5月15日現在の地方会員数は1,349名、出席者63名(委任状474名)で、会員の5分の1以上の出席により総会は成立(地方会会則第18条)。平成23年の事業報告・収支決算報告と平成24年度の事業計画案・収支予算案を承認。
　Ⅱ.学術講演会
1)特別講演(14:00-15:00)

座長：車谷典男(奈良県立医科大学地域健康医学教室教授)

講師：上島弘嗣(滋賀医科大学生活習慣病予防センター特任教授)「わが国の心血管疾患の疫学とリスクファクター－働く世代と高齢者世代はどう違うか－」
2)シンポジウム「職場における心血管疾患予防対策と安全配慮義務」(15:00-17:00)

座長：鈴木純子(日本アイ・ビー・エム㈱インテグレーテッド・ヘルスサービス大阪健康支援センター)

廣部一彦(みずほフィナンシャルグループ㈱大阪健康開発センター)

演者：①小林麻美(パナソニック㈱AVCネットワークス社産業医グループ長)「産業医の立場から」、②岡田優子(三菱化学㈱大阪支社業務部門保健師)「産業看護職の立場から」、③山田長伸(山田長伸法律事務所弁護士)「弁護士の立場から」
2．第52回近畿産業衛生学会(参加者135名・うち学会員103名)
日時：平成24年11月17日(土) 

場所：和歌山県立医科大学保健看護学部(和歌山市三葛580)

学会長：森岡郁晴(和歌山県立医科大学保健看護学部教授)

1)一般講演29題
2)昼食セミナー「ほんとは怖い！歯周病！～糖尿病等との関連について～」
座長：岩根幹能(和歌山健康センター)

演者：初山昌平(和歌山県労働安全衛生コンサルタント会)

3)シンポジウム「東日本大震災から考える産業保健における健康危機管理」
座長：森岡郁晴(和歌山県立医科大学保健看護学部)

長澤孝子(積水化学工業滋賀栗東工場)

基調講演「東日本大震災被災者健診からみた健康課題」坂田清美(岩手医科大学医学部)

シンポジウム
　演者：①豊川彰博(大阪ガス健康開発センター)「災害復旧作業における健康管理(東日本大震災を例に)」、②河合篤子(神戸製鋼所健康保険組合)「阪神大震災での産業保健活動を通して」、③宮本俊明(新日鐵住金君津製鐵所)「同一企業内で被災した他事業場への産業保健支援活動」
　特別報告「洪水被害から考える産業保健」　演者：①オラワン・ゲオブンチュウ(タイ王国マヒドン大学)、チャナダ・ナブカソン(タイ王国ブラパ大学)「タイで洪水被害の視点から労働衛生について考える」、②チャルンチュディ・チャナサンハ(タイ王国マヒドン大学)「タイの洪水被害の回復管理：マヒドン大学のケーススタディ」
3．代議員会
第1回平成24年 6月16日(土)大阪市立大学医学部学舎
第2回平成24年11月17日(土) 和歌山県立医科大学保健看護学部
4．幹事会
第1回平成24年 6月 16日(土)大阪市立大学医学部学舎
第2回平成24年 8月30日(土)大阪市立大学医学部学舎
第3回平成24年11月17日(土) 和歌山県立医科大学保健看護学部
第4回平成25年2月22日(金)大阪市立大学医学部学舎
5．広報活動
近畿地方会ニュースを年4回(90号~93号)発行した。毎号12頁から構成し、全地方会員と関係者に郵送した。近畿地方会のホームページを随時更新した。
6．近畿産業医部会
(1)第17回近畿産業医部会研修会(参加者141名・うち学会員64名)

日時：平成24年9月8日(土)14:00～17:00

会場：大阪市立大学医学部学舎４階大講義室
実行委員長：豊川彰博(大阪ガス㈱人事部健康開発センター)

テーマ：メンタルヘルス対策－新たな試み－
1) 基調講演「健康診断におけるストレスチェック」座長：鍵谷俊文(全日空㈱勤労部大阪健康管理センター)

講師：岡田邦夫(大阪ガス㈱人事部健康開発センター)

2)シンポジウム「産業現場におけるストレスチェックの実際－現状と課題－」
座長：萩原聡(三菱電機㈱伊丹製作所総務部健康増進センター)、豊川彰博(大阪ガス㈱人事部健康開発センター
シンポジスト：森口次郎(財団法人京都工場保健会)、鍵本伸明(ナンバかぎもとメンタルクリニック)、出雲谷恭子(大阪市総務局人事部)
(2)ケースカンファレンス研修会
産業医職場診断を計4回(平成24年9月15日・10月11日・11月10日・12月8日)、職場巡視を計5回(平成24年6月30日・7月7日・8月11日・平成25年1月26日・2月16日)にそれぞれ開催し、各々延べ33名、110名の参加があった。
7．近畿産業看護部会
Ⅰ.定例研修会
1)第１回定例研修会
日時：平成24年7月21日(土)13:30～16:30

会場：エルおおさか南館5階大ホール
テーマ：産業現場における保健師・看護師のリスクコントロール
講師：三柴丈典（近畿大学法学准教授）
参加人員：123名(学会員92名・非学会員31名)

　2)第２回定例研修会
日時：平成24年12月15日(土)13:30～16:00

会場：エルおおさか本館7階708室
テーマ：すぐに使える統計、データーの活用方法
講師：久井志保（兵庫大学健康科学部看護学科講師）
参加人員：102名(学会員84名・非学会員18名)
Ⅱ.調査研究実施の解析
　テーマ「産業保健に関わる保健師・看護師の活動状況調査」調査期間：2011年8月
回収率： 53.6％
　結果報告：報告書作成・ＨＰ掲載・第52回近畿産業衛生学会にて2題発表
Ⅲ.幹事会
平成24年4月28日、7月21日、10月27日、12月15日にそれぞれ開催
8．近畿産業衛生技術部会総会及び講演会（参加者20名）
日時：平成25年2月9日(土)13:30-16:30

会場：ユーズ・ツウ(大阪市内の貸会議室)

１）エチルベンゼンの取り扱い実態と改正法について
２）インジウム化合物の健康障害とその取り扱いについて　　
３）曝露予防対策としての保護具の使用について
9．研究会活動
(1)産業精神衛生研究会
第1回：日時：平成24年6月29日（金）18：30～21：00、場所：薬業年金会館3階・ホール（参加者50名）。
「増加するうつ病や自殺への対応を巡ってー産業現場と政治の接点」
１．講演：座長：丸山総一郎（神戸親和女子大学大学院 教授）　問題提起：夏目誠（大阪樟蔭女子大学大学院 教授）　講演：梅村聡（医師、参議院議員）　２．総合討論　座長：夏目誠
第2回平成24年11月30日(水)18:00～21:00エルおおさか（参加者50名）
主題：中小企業のメンタルヘルスを巡って
＜基調講演＞
座長：夏目誠(大阪樟蔭女子大学大学院教授)

講師：藤本修(大阪メンタルヘルスケア研究所代表理事・院長)

＜パネルディスカッション＞
座長：夏目誠(大阪樟蔭女子大学大学院教授)

演者：森口次郎(京都工場保健会産業保健指導部部長)「産業医の立場から」、大脇多美代(日本産業衛生学会近畿地方会産業看護部会長)「産業看護職の立場から」
(2)職業性筋骨格系障害研究会
平成24年8月12日、ソウル大学、第2回筋骨格系障害日韓共同シンポジウム日本側共催組織。シンポジストとして会員3名参加
平成24年10月6日（土）10時~16時　介護老人保健施設「よどの里」を会場に、介護職員の筋骨格系障害予防のためのワークショップを実施（参加者18、内学会員8名）
(3)じん肺研究会：開催せず
(4)労働衛生法制度研究会：休会中
(5)近畿臨床産業医学フォーラム
第12回(GSK株式会社共催)

日時：平成24年9月5日
場所：ホテルモントレ大阪
テーマ：女性の健康管理
10．近畿産業衛生学会優秀演題賞の表彰
冨岡公子氏(奈良県立医科大学地域健康医学教室)ほか「芳香族アミン曝露作業者の発癌リスクに関する歴史的コホート研究」、西川幸位氏(三菱樹脂㈱長浜工場)ほか「職場対抗ウォーキングへの参加による定期健康診断データの変化」
11．産業保健に関わる保健師・看護師の活動状況調査解析
平成23年度の地方会事業として実施した調査の最終解析結果を報告した。地方会会員名簿から抽出した産業看護職453名を対象に、看護部会に実施を依頼．結果は地方会のホームページに掲載している。
12．役員選挙の実施
地方会長、代議員119名、地方会監事2名、理事候補者4名を決定した。
(本文中敬称略・肩書等は原本掲載時通り)
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